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や
し
た
と
い
う
。
中
国
で
も
一
般
的
な
認

識
は
、
大
麻
草
＝
毒
草
で
あ
る
。
政
策
決

定
者
に
そ
の
意
識
を
変
え
て
も
ら
い
、
法

律
を
も
変
え
る
の
は
極
め
て
困
難
な
こ
と

だ
っ
た
。
事
態
を
打
開
す
べ
く
、
海
外
の

国
際
会
議
に
出
席
し
て
情
報
を
集
め
、
わ

か
り
や
す
い
言
葉
で
何
回
も
説
明
し
た
う

え
で
、
省
内
で
ヘ
ン
プ
の
国
際
会
議
を
開

い
た
。
政
策
決
定
者
全
員
が
出
席
し
て
話

を
聞
き
、
併
設
し
た
展
示
即
売
場
で
販
売

し
た
ヘ
ン
プ
商
品
を
購
入
し
て
実
際
に
使

っ
て
み
た
そ
う
だ
。
ま
た
、
中
国
に
は
制

定
か
ら
20
年
経
っ
た
時
代
に
合
わ
な
い
法

げ
ら
れ
て
い
た
。

こ
こ
で
育
成
さ
れ
た

品
種
は
、「
火
麻
１
号
」

を
は
じ
め
９
つ
あ
る
。

い
ず
れ
も
雌
雄
異
株

で
、
マ
リ
フ
ァ
ナ
成
分

の
Ｔ
Ｈ
Ｃ
濃
度
が
低

く
、
繊
維
品
質
が
良
い

と
い
う
特
性
を
持
つ
。

欧
州
で
は
、
種
子
と
繊

維
を
同
時
に
収
穫
で
き

る
雌
雄
同
株
の
育
種
が

盛
ん
だ
が
、
中
国
で
は

紡
績
原
料
の
需
要
が
高

い
た
め
、
繊
維
品
質
は

雌
雄
異
株
の
ほ
う
が
優

れ
る
雌
雄
異
株
の
育
種

研
究
が
行
な
わ
れ
て
い

る
。禁

止
毒
物
条
例
か
ら
の
除
外

黒
龍
江
省
で
の
産
業
用
ヘ
ン
プ
の
取
り

組
み
を
加
速
さ
せ
た
の
は
、
省
政
府
が
Ｔ

Ｈ
Ｃ
含
量
０
・
３
％
未
満
の
産
業
用
ヘ
ン

プ
を
禁
止
毒
物
か
ら
除
外
し
た
こ
と
に
よ

る
。
17
年
５
月
に
、
黒
龍
江
省
の
禁
止
毒

物
条
例
の
第
四
章
に
工
業
用
大
麻
管
理
の

条
項
を
設
け
た
の
だ
。
届
け
出
に
よ
り
、

省
が
指
定
す
る
産
業
用
ヘ
ン
プ
の
品
種
で

あ
れ
ば
栽
培
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

省
科
学
院
の
趙
副
院
長
に
よ
る
と
、
こ

の
条
例
改
正
に
至
る
ま
で
に
３
年
間
を
費

中
国
の
ヘ
ン
プ
産
業
の
中
心
は
、
前
回

紹
介
し
た
最
西
南
部
の
雲
南
省
だ
が
、
最

近
は
黒
龍
江
省
が
頭
角
を
現
し
て
い
る
。

黒
龍
江
省
は
ロ
シ
ア
と
国
境
を
接
す
る
中

国
の
最
北
東
部
に
位
置
し
、
か
つ
て
満
州

国
が
あ
っ
た
地
域
だ
。
省
内
に
広
が
る
大

平
原
で
は
お
も
に
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
や
マ
メ

類
な
ど
が
栽
培
さ
れ
、
中
国
の
食
糧
基
地

と
呼
ば
れ
て
い
る
。
２
０
１
７
年
の
作
付

面
積
は
２
万
８
０
０
０
ha
と
中
国
一
の
生

産
地
で
あ
る
。
８
月
に
（
一
社
）
北
海
道

ヘ
ン
プ
協
会
が
企
画
し
た
視
察
ツ
ア
ー
で

現
地
を
訪
ね
た
。同
協
会
の
了
解
を
得
て
、

そ
の
最
新
動
向
を
伝
え
る
（
写
真
は
い
ず

れ
も
同
協
会
の
提
供
）。

省
政
府
直
轄
の
研
究
拠
点

ヘ
ン
プ
の
研
究
拠
点
は
、
黒
龍
江
省
科

学
院
の
大
慶
分
院
に
置
か
れ
て
い
る
。
74

年
に
設
立
さ
れ
た
亜
麻
産
業
研
究
所
が
前

身
で
、
09
年
に
省
政
府
直
轄
の
自
然
科
学

研
究
組
織
の
支
部
と
し
て
改
組
さ
れ
た
。

大
慶
分
院
だ
け
で
研
究
員
は
72
名
、
試
験

栽
培
地
は
３
０
０
ha
を
有
す
る
。
案
内
さ

れ
た
展
示
室
に
は
、
種
子
や
繊
維
の
原
料

か
ら
衣
食
住
の
さ
ま
ざ
ま
な
ヘ
ン
プ
製
品

が
並
ん
で
い
た
（
写
真
１
）。
栽
培
が
盛

ん
な
カ
ナ
ダ
の
ア
ル
バ
ー
タ
州
と
、
育
種

で
１
０
０
年
以
上
の
歴
史
を
持
つ
ウ
ク
ラ

イ
ナ
と
数
年
前
か
ら
共
同
研
究
を
し
て
お

り
、
研
究
棟
に
は
「
中
国
カ
ナ
ダ
ヘ
ン
プ

植
物
共
同
研
究
セ
ン
タ
ー
」
の
看
板
が
掲

中国②
ヘンプを推進する条例を作った黒龍江省
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律
を
再
検
討
す
る
制
度
が
あ
り
、
産
業
用

ヘ
ン
プ
に
つ
い
て
取
り
上
げ
て
も
ら
う
よ

う
進
言
も
し
た
。
省
条
例
の
改
正
は
、
研

究
者
ら
の
並
々
な
ら
ぬ
努
力
と
働
き
か
け

が
実
っ
た
形
だ
。

１
９
５
億
円
を
投
じ
る 

産
業
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
進
行
中

産
業
界
か
ら
は
、
新
た
に
取
り
組
み
を

始
め
た
企
業
を
紹
介
す
る
。
天
木
工
業
大

麻
科
技
開
発
有
限
公
司
は
17
年
５
月
に
資

本
金
２
０
０
０
万
元
（
約
３
億
円
）
で
設

立
し
た
ば
か
り
の
企
業
で
、
大
慶
市
内
に

４
０
０
０
ha
の
ヘ
ン
プ
栽
培
地
と
一
次
加

工
工
場
を
所
有
す
る
。
も
と
も
と
食
用
キ

ノ
コ
（
キ
ク
ラ
ゲ
な
ど
）
と
肥
料
を
製
造

す
る
会
社
を
営
ん
で
い
た
田
社
長
は
、
オ

ガ
ラ
（
麻
幹
）
の
チ
ッ
プ
が
キ
ノ
コ
の
菌

床
に
適
す
る
こ
と
を
知
り
、
ヘ
ン
プ
に
さ

ら
な
る
可
能
性
を
感
じ
た
こ
と
か
ら
新
会

社
を
設
立
し
た
と
い
う
。ヘ
ン
プ
の
栽
培
、

加
工
、
炭
製
造
、
食
用
キ
ノ
コ
の
栽
培
、

紡
績
、
貿
易
の
６
つ
の
事
業
会
社
か
ら
構

成
さ
れ
る
。

同
社
の
畑
で
は
大
慶
分
院
が
育
種
し
た

「
火
麻
２
号
」
が
栽
培
さ
れ
て
い
た
（
写

真
２
）。
ヘ
ン
プ
の
茎
か
ら
繊
維
と
オ
ガ

ラ
を
分
離
す
る
一
次
加
工
場
に
は
機
械
が

６
ラ
イ
ン
あ
り
、
そ
の
処
理
能
力
は
１
日

（
24
時
間
）
で
２
４
０
ｔ
に
及
ぶ
。
湿
気

北
海
道
と
ヘ
ン
プ
に
関
す
る 

科
学
技
術
協
力
協
定
を
締
結

黒
龍
江
省
と
北
海
道
は
86
年
に
友
好
提

携
を
締
結
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
官
民

が
交
流
し
て
き
た
。
こ
の
た
び
、
前
述
の

大
慶
分
院
と
北
海
道
ヘ
ン
プ
協
会
が
ヘ
ン

プ
に
関
す
る
科
学
技
術
協
力
協
定
を
締
結

し
た
（
写
真
４
）。
す
で
に
、
カ
ナ
ダ
や

ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
共
同
研
究
の
実
績
が
あ

り
、
日
本
と
の
研
究
交
流
に
も
期
待
し
て

い
た
。
大
慶
分
院
の
孫
院
長
は
、「
ヘ
ン

プ
の
研
究
に
国
境
は
な
く
、
研
究
成
果
は

す
べ
て
公
表
し
、
人
類
の
発
展
に
役
立
て

る
こ
と
が
モ
ッ
ト
ー
」
と
話
し
て
い
る
。

が
多
い
７
～
９
月
は
工
場
を
休
み
、
10
月

か
ら
６
月
ま
で
の
９
カ
月
間
稼
働
す
る
。

な
お
、
中
国
で
は
紡
績
用
に
長
い
繊
維
を

取
る
の
で
、
欧
州
の
機
械
と
は
構
造
が
異

な
る
（
写
真
３
）。

同
社
の
事
業
計
画
は
、現
在
、繊
維
・
茎
・

種
子
加
工
を
手
掛
け
る
第
一
期
の
段
階

で
、
こ
れ
か
ら
さ
ら
な
る
設
備
投
資
を
行

な
い
、
第
二
期
の
花
・
葉
・
根
の
加
工
、

第
三
期
の
不
織
布
や
生
地
製
造
ま
で
計
画

さ
れ
て
い
る
。
総
投
資
額
は
13
億
元
（
約

１
９
５
億
円
）
が
見
込
ま
れ
、
完
成
時
の

売
上
高
は
年
間
３
２
１
億
円
、
地
方
税
額

45
億
円
、
栽
培
面
積
６
万
６
０
０
０
ha
、

雇
用
２
０
０
０
人
を
目
指
し
て
い
る
。

写真２：�天木工業大麻科技開発有限公司のヘンプ畑（品種：火麻２号）
と刈り取り機

写真３：�天木工業大麻科技開発有限公司の田社長が、 
自社の一次加工ラインを案内してくれた

写真４：�協定を締結した大慶分院の孫院長と北海道ヘンプ協会の 
菊地代表理事


